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[材料および方法]移植骨補填材料として，焼結 HA と水熱処理を施した水熱 HA を正球状(直径
300'" 500μm) にした頼粒を用いた。頼粒の構造は 走査型電子顕微鏡にて表面構造を観察し， X
線回折 (XRD) による結晶構造について解析した。ラット頭蓋に直径 8.8mm の骨欠損をつくり，重
さ約 20mg の焼結 HA 頼粒と水熱処理 HA 頼粒を移植した。移植後 4 ， 12, 24 週で屠殺し，マイク口
CT 撮影後， 10%緩衝ホルマリン固定を行い， 10% EDTA 脱灰しパラフィン包埋し，組織標本を作製した。
組織形態計測では，欠損部の辺縁部と中心部に分けて計測を行った。組織学的な観察を行った後，以
下の計測を行った。 1. 分解程度に関して頼粒内部が，変化なし(スコア1)，組織液の浸透(スコア 2) , 
細胞の侵入(スコア 3) ，線維性組織，骨組織形成(スコア 4) として，スユア化し，平均値を比較した。
また頼粒の外形による面積，頼粒周囲の破骨細胞様細胞密度，頼粒表面に対する骨接触長比率につい
て計測し統計処理を行った。
[結果J 1.頼粒表面の微細構造:水熱 HA は細かい柱状結晶の集合体として観察された。 2. XRD 
解析:いずれも HA 結晶構造を有していた。 3. 組織学的所見:組織学的に焼結 HA，水熱 HA ともに
欠損部辺縁および、脳硬膜側から新生骨の形成がみられ頼粒に接しながら中心部に向かつて形成された。
①分解程度:平均スコアは，焼結 HA は，水熱 HA に比べて有意に低く，いずれも経時的変化，計測部
位差はみられなかった。頼粒面積は，焼結 HA は， 24 週まで有意な変化を示さなかったが，水熱 HA は，
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辺縁部で有意な増加がみられた。破骨細胞様細胞密度は，いずれの頼粒も 24 週までに有意に減少した。
中心部では，焼結 HA に比べ，水熱 HA の方が有意に大きい値を示した。頼粒表面に対する骨接触長比
率は，いずれも経時的に有意に増加した。辺縁部において，焼結 HA が，水熱 HA に比べ有意に高い値
を示した。
[考察および結論J 1.焼結，水熱 HA いずれも良好な骨伝導能を有すると思われた。 2. 水熱 HA
表面での破骨細胞様細胞の出現は，骨伝導能に対して重要な影響を与えないと思われた。 3. 水熱 HA







は明らかになっていない。そこで材料として，直径約 300'" 500μm の正球状の水熱処理 HA 頼粒を
作製し，対照群として同じ形状の焼結処理 HA 頼粒を用いている。頼粒は，走査電子顕微鏡による形状，
表面構造の観察し， X 線回折 (XRD) により HA の結晶構造を確認した。これらの頼粒を用いて，ラッ
ト頭蓋冠に作製した直径約 8.8mm の骨欠損部に水熱処理 HA と焼結処理 HA を同量移植した。移植 4，
12, 24 週後に屠殺し，マイクロ CT 撮影を行い，脱灰後，パラフィン包埋切片を作製した。これらの
組織標本を用いて，組織形態計測学的検討を行っている。組織学的検討では 頼粒の分解程度をスコ
ア化して，スコア 1 頼粒内部が変化のないもの，スコア 2 :組織液が浸透しているもの，スコア 3 : 
細胞の侵入がみられるもの，スコア 4: 線維性組織の侵入がみられるもの として分類した。また頼
粒の面積，頼粒周囲の破骨細胞様細胞密度，頼粒表面に対する骨接触長比率について計測して，統計
処理を行っている。結果として，水熱処理 HA は，走査電子顕微鏡観察で住状結晶の集合体で，XRD か
ら HA の結晶構造であることが確認された。組織形態計測学的な観察から，焼結 HA および水熱 HA と
も欠損部辺縁および脳硬膜側より新生骨の形成がみられ， 24 週までに欠損部内の大部分を占めた。分
解程度の平均スコアは，水熱 HA は焼結 HA に比べ，有意に高かった。頼粒面積は，焼結 HA と水熱
HA の間で差はなかったが，水熱 HA は，辺縁部で有意な増加がみられた。破骨細胞様細胞密度は，中
心部では，焼結 HA に比べ，水熱 HA の方が有意に大きい値を示した。いずれの頼粒も 24 週までに有
意な減少を示した。頼粒表面に対する骨接触長比率は，いずれも 24 週まで有意な増加を示した。辺縁
部において，焼結 HA が，水熱 HA に比べ有意に高い値を示した。以上の結果より，水処理 HA と焼結
処理 HA の比較において，破骨細胞様細胞の誘導性や骨伝導能が異なるのは，表面構造や生体内での分
解挙動が異なることが原因であると考察している。以上，本論文は，水熱処理 HA が焼結処理 HA と異
なる生体内分解挙動や骨形成をしめすことを明らかにした。これらの結果は，骨再生療法における水
熱処理ハイドロキシアパタイトの臨床応用の可能性について多くの知見を示したと考えられることか
ら歯科医療に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(歯学)の学位授与に値するものと認める。
-8-
